ⓒHOAS130601

年　　　月　　　日　提出
有機農産物　生産行程管理者　認定申請時に必要な書類リスト
	認定番号
年次調査の申請者のみ記入
	
	申請者名
	


※書類を提出する前に申請者チェックの欄にチェックし、不足書類を確認してください。(このリストも提出)
	書類番号
	書類名
	申請者
	事務局
チェック欄
	検査員
チェック欄

	
	
	チェック欄
	別紙添付
	
	

	A-A-1(1)(3)
(個人)
	認定申請書(個人用)
	
	
	
	

	A-A-1(2)(3)
(法人)
	認定申請書(法人用)
	
	
	
	

	A-A-2
	生産行程管理担当者及び格付担当者の資格要件に係る記載事項
	
	
	
	

	A－B
	法人・団体　組織図・名簿
	
	
	
	

	A－C
	申請圃場の登録申請書
	
	
	
	

	A－D－1
	申請圃場・施設等の地図
	
	
	
	

	A－D－2
	航空防除用作業地図
	
	
	
	

	A－E
	申請圃場の周辺図
	
	
	
	

	A－F
	生産行程に使用する全ての施設・機械
	
	
	
	

	A－G
	保管に係る施設の図面
	
	
	
	

	A－H
	申請圃場栽培管理計画書
	
	
	
	

	A－I
	申請圃場栽培履歴
	
	
	
	

	A‐J-肥
	投入肥料及び土壌改良資材リスト
	
	
	
	

	A‐J-農
	投入農薬リスト
	
	
	
	

	A‐K-種(1)(2)
	使用予定種と育苗培土リスト
	
	
	
	

	A‐K-苗
	使用予定苗リスト
	
	
	
	

	A－L
	生産行程管理記録
	
	
	
	

	A－M－１
	内部規程
	
	
	
	

	A－M－２
	格付規程
	
	
	
	

	
	事務局受理日
	検査員確認

	
	
	


年　　　月　　　日　提出

◎新規認定申請書　(個人用)
A-A-1(1)　　有機農産物生産行程管理者認定申請書
特定非営利活動法人　兵庫県有機農業研究会



理事長殿
	ふりがな
申請者名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　㊞

	ふりがな
住所

	ふりがな
生産行程管理責任者名

	ふりがな
住所

	連絡先の電話番号
	FAX番号

	携帯電話
	所属グループ名

	e-mail
	ホームページ
(ブログ)


	農業の形態
(□にチェックを)
	□有機農業専業　　　　□有機と非有機農業と併用

	申請圃場
	面積　　　　　　　　　　　　　　a    圃場数　　　　　　　　　　　　　　　　　　　枚

	申請圃場の種類
(□にチェックを)
	□　田　□　普通畑　□　樹園地※　□　牧草地　□きのこ
※　茶、ホップ、バナナ、パイナップル、たけのこは樹園地

	生産行程管理
担当者名
	責任者名　　　　　　　　　　　　　　　　　担当者名


	格付担当者名
	責任者名　　　　　　　　　　　　　　　　　担当者名



年　　　月　　　日　提出

◎年次調査申請書　(個人用)
A-A-1(1)　　有機農産物生産行程管理者　年次調査申請書
特定非営利活動法人　兵庫県有機農業研究会



理事長殿
	認定番号
	ふりがな
認定生産行程管理者名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　㊞　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

	ふりがな
住所

	ふりがな
生産行程管理責任者名

	ふりがな
住所

	連絡先の電話番号
	FAX番号

	携帯電話
	所属グループ名

	e-mail
	ホームページ
(ブログ)


	農業の形態
(□にチェックを)
	□有機農業専業　　　　□有機と非有機農業と併用

	申請圃場
	面積　　　　　　　　　　　　　　a    圃場数　　　　　　　　　　　　　　　　　　　枚

	申請圃場の種類
(□にチェックを)
	□　田　□　普通畑　□　樹園地※　□　牧草地　□きのこ
※　茶、ホップ、バナナ、パイナップル、たけのこは樹園地

	生産行程管理
担当者名
	責任者名　　　　　　　　　　　　　　　　　担当者名
　　　　

	格付担当者名
	責任者名　　　　　　　　　　　　　　　　　担当者名
　　　　


年　　　月　　　日　提出

◎新規認定申請書　(法人・団体用)
A-A-1(2)　　有機農産物生産行程管理者認定申請書
特定非営利活動法人　兵庫県有機農業研究会



理事長殿
	ふりがな
法人・団体名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　㊞

	ふりがな
住所

	ふりがな
生産行程管理責任者名

	ふりがな
住所

	連絡先の電話番号
	FAX番号

	連絡担当者
	携帯電話

	e-mail
	ホームページ
(ブログ)


	農業の形態
(□にチェックを)
	□有機農業専業　　　　□有機と非有機農業と併用

	申請圃場
	面積　　　　　　　　　　　　　　　a    圃場数　　　　　　　　　　　　　　　枚

	申請圃場の種類
(□にチェックを)
	□　田　□　普通畑　□　樹園地※　□　牧草地　□きのこ
※　茶、ホップ、バナナ、パイナップル、たけのこは樹園地

	生産行程管理
担当者名
	責任者名　　　　　　　　　　　　　　　　　担当者名


	格付担当者名
	責任者名　　　　　　　　　　　　　　　　担当者名



年　　　月　　　日　提出

◎年次調査申請書　(法人・団体用)
A-A-1(2)　　有機農産物生産行程管理者　年次調査申請書
特定非営利活動法人　兵庫県有機農業研究会



理事長殿
	認定番号
	ふりがな
法人・団体名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　㊞　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

	ふりがな
住所

	ふりがな
生産行程管理責任者名

	ふりがな
住所

	連絡先の電話番号
	FAX番号

	連絡担当者
	携帯電話

	e-mail
	ホームページ
（ブログ）


	農業の形態
(□にチェックを)
	□有機農業専業　　　　□有機と非有機農業と併用

	申請圃場
	面積　　　　　　　　　　　　　　　a    圃場数　　　　　　　　　　　　　　　枚

	申請圃場の種類
(□にチェックを)
	□　田　□　普通畑　□　樹園地※　□　牧草地　□きのこ
※　茶、ホップ、バナナ、パイナップル、たけのこは樹園地

	生産行程管理
担当者名
	責任者名　　　　　　　　　　　　　　　　　担当者名
　　　　　

	格付担当者名
	責任者名　　　　　　　　　　　　　　　　担当者名
　　　　　


A-A-1(3)　　認定申請書(続き)
申請者の概要
	組織形態(いずれかにチェックしてください)

	· 個人生産者
· 農事組合法人
· 生産者グループ　(任意団体)
(グループの人数　全体　　　　　　名　うち有機認定申請者　　　　　　名)
· その他(　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　)

	有機JAS認定の履歴(いずれかにチェックしてください)

	· 今回が初めての有機JAS認定の申請である

	· 現在、他の認定機関で有機JAS認定を取得中であるが、本会にも新規申請する。
　　　　認定機関　(　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　)
　　　　認定時期　　　　　　　年　　　　月～継続中
　　　　本会への新規申請理由(○をつけてください)
　　　　　　・認定取得後、他機関を廃止予定　　・別のほ場を本会に申請
　　　　　　・その他(　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　)

	· 過去、他の認定機関で有機JAS認定を取得していたが、いったん廃止し、再度新規申請する。　
認定機関名(　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　)
　　　　認定時期　　　　　　　　　年　　　　月～　　　　　　　　年　　　　月
　　　　廃止をした理由


	· 過去、他の認定機関で有機JAS認定を取得していたが、取り消しの処分を受け、その取り消しの理由が改善されたので、再度新規申請する。
認定機関名(　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　)
認定時期　　　　　　　　　年　　　　月～　　　　　　　　年　　　　月
取り消し年月日　　　　　　　　　　年　　　　月　　　　日
取り消しを受けた理由


	· 上記のいずれにも当たらない。
(例：グループで取得したが、グループが分かれた、個人で独立して申請する等)
(理由)　



年　　　月　　　日　提出
A-A-2　　生産行程管理担当者及び格付担当者の資格要件に係る記載事項
	申請者名
	


※生産行程管理責任(担当)者・格付責任(担当)者は全員記入してください。
※書ききれない場合はコピーしてください。
	担当者(○をつける)
	1． 生産行程管理責任者　　　　　　　３．格付責任者
2． 生産行程管理担当者　　　　　　　４．格付担当者

	氏名
	　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　㊞　　　　　
(　　　　　　　年　　　　月　　　　日生)

	資格の分類
(該当するものを選択)
	□　①大学で農業の専門科目を履修し、かつ農業の実務、指導、調査、試験研究の経験が1年以上
□　②高卒以上で、農業の実務、指導、調査、試験研究の経験が2年以上
□　③農業の実務経験、指導、調査、試験研究の経験が3年以上

	経歴情報
	実務経験年数
	年から通算　　　　　　年

	
	指導、調査、試験研究の経験
	年～　　　　　　年、通算　　　　　　年
(内容)

	
	①の場合の
学校名
	学校名
学部名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　学科名

	指定講習会受講日
	年　　　　　月　　　　日　修了書番号


	担当者(○をつける)
	１．生産行程管理責任者　　　　　　　３．格付責任者
２．生産行程管理担当者　　　　　　　４．格付担当者

	氏名
	　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　㊞　　　　　
(　　　　　　　年　　　　月　　　　日生)

	資格の分類
(該当するものを選択)
	□　①大学で農業の専門科目を履修し、かつ農業の実務、指導、調査、試験研究の経験が1年以上
□　②高卒以上で、農業の実務、指導、調査、試験研究の経験が2年以上
□　③農業の実務経験、指導、調査、試験研究の経験が3年以上

	経歴情報
	実務経験年数
	年から通算　　　　　　年

	
	指導、調査、試験研究の経験
	年～　　　　　　年、通算　　　　　　年
(内容)

	
	①の場合の
学校名
	学校名
学部名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　学科名

	指定講習会受講日
	年　　　　　月　　　　日　修了書番号


年　　　月　　　日　提出
A-B　　法人・団体　組織図・名簿　(名簿は団体の場合のみ記入してください)
	申請者名
	


※法人の場合、法人の謄本を添付ください。（2年目以降謄本に変更がない場合不要です）
※任意団体の場合、団体の規約を添付ください。（2年目以降規約に変更がない場合不要です）
1． 組織図　（別途添付でも可能）
	

	連絡
担当者名(　　　　　　　　　　　　　　　　　)　　TEL(　　　　　　　　　　　　　　　　　　)　FAX(　　　　　　　　　　　　　　　　)
経理
担当者名(　　　　　　　　　　　　　　　　　)　　TEL(　　　　　　　　　　　　　　　　　　)　FAX(　　　　　　　　　　　　　　　　)


2． 団体のメンバー　(団体の申請者のみ)　 

	氏名
	生産行程管理担当者に○責任者に◎
	格付担当者に○
責任者に◎
	講習会受講日年月日

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	※書ききれない場合は別途リストの添付でも可能
	
	
	


年　　　月　　　日　提出
A-C　　申請圃場の登録申請書
	生産者名
	


※有機圃場として申請する圃場全てを記入してください。
(有機圃場登録しない育苗のビニールハウスはA-F施設に記入してください)
※書ききれない場合は別途リスト又はこの用紙をコピーして添付してください。
	圃場
番号
	通称名
	所在地
(ハウスはハウス番号も記入)

	面積　　(a)
小数点第1位まで
	種類
田・畑・樹園地・牧草・きのこ
	有機管理開始日　(注)

	(記入例)
No1
	家の裏
	兵庫県○○市○○町○○番地
	10.5a
	田・畑・樹・牧・き
	2005年　5月

	
	
	
	a
	田・畑・樹・牧・き
	年　　月

	
	
	
	a
	田・畑・樹・牧・き
	年　　月

	
	
	
	a
	田・畑・樹・牧・き
	年　　月

	
	
	
	a
	田・畑・樹・牧・き
	年　　月

	
	
	
	a
	田・畑・樹・牧・き
	年　　月

	
	
	
	a
	田・畑・樹・牧・き
	年　　月

	
	
	
	a
	田・畑・樹・牧・き
	年　　月

	
	
	
	a
	田・畑・樹・牧・き
	年　　月

	
	
	
	a
	田・畑・樹・牧・き
	年　　月

	
	
	
	a
	田・畑・樹・牧・き
	年　　月

	
	
	
	a
	田・畑・樹・牧・き
	年　　月

	
	
	
	a
	田・畑・樹・牧・き
	年　　月

	
	
	
	a
	田・畑・樹・牧・き
	年　　月

	
	
	
	a
	田・畑・樹・牧・き
	年　　月

	
	
	
	a
	田・畑・樹・牧・き
	年　　月

	
	
	申請圃場の合計面積
	 a

	※申請圃場以外の耕作圃場(ない場合は0を記入してください)
田　(　　　　　　　　a)  畑　(　　　　　　　　a)  果樹園 (　　　　　　　　a)  その他 (　　　　　　　　a)


(注)　禁止資材を使わないで作付け管理を始めた年月
年　　　月　　　日　提出
A-D-1　　申請圃場・施設などの地図　　（別途添付でも可能）
	生産者名
	


※役場などで入手できる、圃場住所・面積が記入されている農地地図に圃場番号を書き込んでください。
※検査員が圃場位置を確認できるように目印になる建物があれば記入してください。
※用水は青色で、排水は赤色で記入してください。
	


年　　　　月　　　　日　提出
A-D-2　　航空防除用作業地図　　（別途添付でも可能）
※該当する作業がある場合。無人ヘリコプターの使用の場合も記入。
	生産者名
	


	　


年　　　月　　　日
A-E　(例) 　　申請圃場の周辺図　(記入例)
※この記入例を参考にして、次のページの用紙に記入してください.
	生産者名
	鈴木太郎

	圃場番号
	１
	通称名
	家の裏
	主な
栽培品目
	たまねぎ

	圃場周辺図
(水田の場合は用水の水源、水口と出の状況、ハウスの場合は立地状況を現状に即して明確に記入)
　　　　　　　　　　　　　　　　　イ
道路
ロ　　　　　　　No1　　　　　　　　　　　　　　　ハ
　　　　　　　　　　　ニ
	記号
	隣接地の土地は何ですか。有機・慣行ですか
	距離
ｍ
	汚染防止対策
境界措置

	
	イ
	慣行畑
	5m
	なし(道路をはさむ)

	
	ロ
	有機畑(○氏　No5)
	1m
	なし

	
	ハ
	自家特栽畑
	1m
	1畝分有機出荷しない

	
	ニ
	放棄地
	1m
	なし

	
	ホ
	
	
	

	
	へ
	
	
	

	近辺の汚染源の有無・空中散布など、近辺からの汚染委関する事項とその対策
自家特栽畑との境界は、1畝分有機出荷しない。空中散布地帯ではない。


	圃場番号
	２，３，４
	通称名
	神社前2、3，4
	主な
栽培品目
	米

	圃場周辺図
(水田の場合は用水の水源、水口と出の状況、ハウスの場合は立地状況を現状に即して明確に記入)
　　　　　　　　　　　　　　　イ　　　　　　　　　　　用水
道路

ロ　　　　No2　　　No3　　　　　　　No4　　　　　　　ハ

　　　　排水　　　　　
　　ニ
	記号
	隣接地の土地は何ですか。有機・慣行ですか
	距離
ｍ
	汚染防止対策
境界措置

	
	イ
	神社
	5m
	なし(道路をはさむ)

	
	ロ
	荒地
	0.5m
	なし

	
	ハ
	自分の田(特栽)
	0.5m
	自分で管理

	
	ニ
	林
	2m
	なし

	
	ホ
	
	
	

	
	へ
	
	
	

	近辺の汚染源の有無・空中散布など、近辺からの汚染委関する事項とその対策
自家特栽水田では、除草剤1回で粒剤を使用。自らが飛散しないように散布する。
空中散布地帯ではない。


年　　　月　　　日
A-E　　申請圃場の周辺図　(2枚目以降はこの用紙をコピーして使用してください)
※申請圃場は斜線などでわかりやすく記入してください。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　.
※圃場が隣接している場合は、複数をまとめて書いてほ場番号を記入してください。
	生産者名
	

	圃場番号
	
	通称名
	
	主な
栽培品目
	

	圃場周辺図
(水田の場合は用水の水源、水口と出の状況、ハウスの場合は立地状況を現状に即して明確に記入)
	記号
	隣接地の土地は何ですか。有機・慣行ですか
	距離
ｍ
	汚染防止対策
境界措置

	
	イ
	
	
	

	
	ロ
	
	
	

	
	ハ
	
	
	

	
	ニ
	
	
	

	
	ホ
	
	
	

	
	へ
	
	
	

	近辺の汚染源の有無・空中散布など、近辺からの汚染委関する事項とその対策


	圃場番号
	
	通称名
	
	主な
栽培品目
	

	圃場周辺図
(水田の場合は用水の水源、水口と出の状況、ハウスの場合は立地状況を現状に即して明確に記入)
	記号
	隣接地の土地は何ですか。有機・慣行ですか
	距離
ｍ
	汚染防止対策
境界措置

	
	イ
	
	
	

	
	ロ
	
	
	

	
	ハ
	
	
	

	
	ニ
	
	
	

	
	ホ
	
	
	

	
	へ
	
	
	

	近辺の汚染源の有無・空中散布など、近辺からの汚染委関する事項とその対策



年　　　月　　　日　提出
A-F　　生産行程に使用するすべての施設・機械
	生産者名
	


※委託作業の場合は、契約書など委託内容がわかる書類を添付してください。
１．生産行程に使用する施設・委託施設（育苗場所・資材置き場・機械保管場所など）
	種別
	規模・所有数
	個人　共同
委託の区別
	有機専用
慣行併用
	清掃・区分方法
(特に併用の場合)
	施設内での薬剤等の使用状況

	
	
	個・共・委
	有・併
	
	

	
	
	個・共・委
	有・併
	
	

	
	
	個・共・委
	有・併
	
	

	
	
	個・共・委
	有・併
	
	

	
	
	
	
	
	


２．プラスチック処理（ハウスやマルチ用のビニール等）
	用途
	種類
	使用状況
	処理法
	備考

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	


３．機械管理
	種別
	所有数
	個人　共同
委託の区別
	有機専用
慣行併用
	清掃・洗浄方法
	備考

	
	
	個・共・委
	有・併
	
	

	
	
	個・共・委
	有・併
	
	

	
	
	個・共・委
	有・併
	
	

	
	
	個・共・委
	有・併
	
	

	
	
	個・共・委
	有・併
	
	

	
	
	個・共・委
	有・併
	
	


年　　　月　　　日　提出
A-G　　保管等に係る施設の図面
※収穫、輸送、選別、調整、洗浄、貯蔵、包装等に係る施設が有機農産物以外の農産物と混在しないような広さ
及び構造を有しているかが明確になる図面及び書類の添付
	生産者名
	


	施設名（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
所在地　　　　　　　　　　　　　　　　　　
TEL
施設名（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
所在地　　　　　　　　　　　　　　　　　
TEL



注）各施設には、住所、電話番号を記入してください。
　　施設の広さの規模がわかるように縦横の大まかなメートル(ｍ)数を記入してください。
年　　　月　　　日　提出
A-H　　申請圃場栽培管理計画書　(申請書提出月より1年間)
※圃場ごとに記入して下さい。
	生産者名
	

	圃場番号
	
	通称名
	

	月
	月
	月
	月
	月
	月
	月
	月
	月
	月
	月
	月
	＜品目名一覧＞

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	作付作物名
	予定
面積a
	予定 kg
生産量

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	


	記号：　播種→○　定植→△　基肥→基　追肥→追　資材→資　収穫→□

	本年度、この圃場に使用予定の肥料・土壌改良資材を書いてください。


	圃場番号
	
	通称名
	

	月
	月
	月
	月
	月
	月
	月
	月
	月
	月
	月
	月
	＜品目名一覧＞

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	作付作物名
	予定
面積a
	予定 kg
生産量

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	記号：　播種→○　定植→△　基肥→基　追肥→追　資材→資　収穫→□

	本年度、この圃場に使用予定の肥料・土壌改良資材を書いてください。



年　　　月　　　日　提出
A‐I　　申請圃場栽培履歴　(申請書提出月から過去2年間)
※圃場ごとに記入して下さい。
※多年生作物の場合は、収穫前3年の履歴が必要となりますので、わかるように記入してください。
	生産者名
	
	圃場番号
	
	通称名
	

	　　　　　　　　　　　年
	＜品目名一覧＞

	月
	月
	月
	月
	月
	月
	月
	月
	月
	月
	月
	月
	月
	月
	月
	月
	月
	月
	作付作物名
	生産
面積a
	生産量kg

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	　　　　　　　　　　　年
	
	
	

	月
	月
	月
	月
	月
	月
	月
	月
	月
	月
	月
	月
	月
	月
	月
	月
	月
	月
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	備考：　播種→○　定植→△　収穫→□　枯死→×　…主な作業日を上に記入のこと
また、作業に関して特記することがあれば記入してください。


	土づくり・病害虫対策・除草対策・農地管理等の具体的な方法を必ず記入してください。



年　　　月　　　日　提出
A‐J-肥　　投入肥料及び土壌改良資材リスト
※申請書提出月から過去2年間に使用した資材、今後1年間に使用予定の資材を記入してください。
(多年生作物の場合は、収穫前3年の使用履歴がわかるように記入してください)
※育苗培土も記入のこと
	生産者名
	

	使用した資材名
	圃場No
	使用
年月日
	使用した(する)理由
	使用量
	製造メーカー名
(入手先等)
	資材
証明書
	今年
使用予定

	
	
	
	
	
	
	有　　無
	有　　無

	
	
	
	
	
	
	有　　無
	有　　無

	
	
	
	
	
	
	有　　無
	有　　無

	
	
	
	
	
	
	有　　無
	有　　無

	
	
	
	
	
	
	有　　無
	有　　無

	
	
	
	
	
	
	有　　無
	有　　無

	
	
	
	
	
	
	有　　無
	有　　無

	
	
	
	
	
	
	有　　無
	有　　無

	
	
	
	
	
	
	有　　無
	有　　無

	
	
	
	
	
	
	有　　無
	有　　無

	
	
	
	
	
	
	有　　無
	有　　無


年　　　月　　　日　提出
A-J-農　　投入農薬リスト
※申請書提出月から過去2年間に使用した農薬、今後1年間に使用予定の農薬を記入してください。
(多年生作物の場合は、収穫前3年の使用履歴がわかるように記入してください)
	生産者名
	

	使用した農薬名
	圃場No
	使用
年月日
	使用した(する)理由
	使用量
	製造メーカー名
(入手先等)
	資材
証明書
	今年
使用予定

	
	
	
	
	
	
	有　　無
	有　　無

	
	
	
	
	
	
	有　　無
	有　　無

	
	
	
	
	
	
	有　　無
	有　　無

	
	
	
	
	
	
	有　　無
	有　　無

	
	
	
	
	
	
	有　　無
	有　　無

	
	
	
	
	
	
	有　　無
	有　　無

	
	
	
	
	
	
	有　　無
	有　　無

	
	
	
	
	
	
	有　　無
	有　　無

	
	
	
	
	
	
	有　　無
	有　　無

	
	
	
	
	
	
	有　　無
	有　　無


	
	
	
	
	
	
	有　　無
	有　　無



年　　　月　　　日　提出
A-K-種(1)　　使用予定種子と育苗培土リスト　(1)種子の入手
※申請書提出月から1年間作付する作物について記入してください。
	生産者名
	


１．茶木・果樹などを栽培している為、種の購入が　　　　　□　ない　　・　　□　ある
２．種子の入手
	作物名
	品種
	入手先
	生産方法(一つを選択)
	有機でない場合
入手困難な理由

	
	
	□自家採種
□購入　（購入先
　　　　　　　　　　　　）
	□有機自家採取を含む
□有機でないが禁止資材不使用
□種子処理された慣行のもの
	□売っていない
□自家採取できない
□その他

	
	
	□自家採種
□購入　（購入先
　　　　　　　　　　　　）
	□有機自家採取を含む
□有機でないが禁止資材不使用
□種子処理された慣行のもの
	□売っていない
□自家採取できない
□その他

	
	
	□自家採種
□購入　（購入先
　　　　　　　　　　　　）
	□有機自家採取を含む
□有機でないが禁止資材不使用
□種子処理された慣行のもの
	□売っていない
□自家採取できない
□その他

	
	
	□自家採種
□購入　（購入先
　　　　　　　　　　　　）
	□有機自家採取を含む
□有機でないが禁止資材不使用
□種子処理された慣行のもの
	□売っていない
□自家採取できない
□その他

	
	
	□自家採種
□購入　（購入先
　　　　　　　　　　　　）
	□有機自家採取を含む
□有機でないが禁止資材不使用
□種子処理された慣行のもの
	□売っていない
□自家採取できない
□その他

	
	
	□自家採種
□購入　（購入先
　　　　　　　　　　　　）
	□有機自家採取を含む
□有機でないが禁止資材不使用
□種子処理された慣行のもの
	□売っていない
□自家採取できない
□その他

	
	
	□自家採種
□購入　（購入先
　　　　　　　　　　　　）
	□有機自家採取を含む
□有機でないが禁止資材不使用
□種子処理された慣行のもの
	□売っていない
□自家採取できない
□その他

	
	
	□自家採種
□購入　（購入先
　　　　　　　　　　　　）
	□有機自家採取を含む
□有機でないが禁止資材不使用
□種子処理された慣行のもの
	□売っていない
□自家採取できない
□その他

	
	
	□自家採種
□購入　（購入先
　　　　　　　　　　　　）
	□有機自家採取を含む
□有機でないが禁止資材不使用
□種子処理された慣行のもの
	□売っていない
□自家採取できない
□その他


年　　　月　　　日　提出
A-K-種(2)　　使用予定種子と育苗培土リスト　(2)　育苗場所と用土
３．自家育苗
□　すべて自家育苗をしている
□　自家育苗を一部している
自家育苗をしている場合、育苗場所と育苗土について下記を記入してください。
※足りない場合は、コピーして使用してください。
	対象作物(群)名
	

	育苗場所
	□　有機認定ほ場で育苗
□　育苗ハウスで育苗
□　その他の場所で育苗
	周辺から禁止物質の飛散の対策
□　必要なし　
□　必要あるので対策を実施

	育苗の土
	· 有機認定ほ場の土を使用
	ほ場番号

	
	· 2年以上禁止資材を使用していない　　場所の土を入手
	具体的採取場所


	
	· 別表1に記載されている資材を使用
	具体的資材名称


	
	· 上記以外のものを加える
	具体的資材名称



	対象作物(群)名
	

	育苗場所
	□　有機認定ほ場で育苗
□　育苗ハウスで育苗
□　その他の場所で育苗
	周辺から禁止物質の飛散の対策
□　必要なし　
□　必要あるので対策を実施

	育苗の土
	· 有機認定ほ場の土を使用
	ほ場番号

	
	· 2年以上禁止資材を使用していない　　場所の土を入手
	具体的採取場所


	
	· 別表1に記載されている資材を使用
	具体的資材名称


	
	· 上記以外のものを加える
	具体的資材名称



年　　　月　　　日　提出

A-K-苗　　使用予定苗リスト
	生産者名
	


· 苗の購入なし
· 苗の購入あり
購入苗がある場合、下記に記入してください。
	作物名
	品種
	入手予定先
	生産方法(一つを選択)
	慣行苗の場合使用理由

	
	
	
	· 有機苗の購入
· 育苗時に禁止資材不使用
· 慣行苗の購入
	· ナス科、ウリ科、こんにゃく等
· 苗でしか流通していない
· 災害等、緊急時の予備登録

	
	
	
	· 有機苗の購入
· 育苗時に禁止資材不使用
· 慣行苗の購入
	· ナス科、ウリ科、こんにゃく等
· 苗でしか流通していない
· 災害等、緊急時の予備登録

	
	
	
	· 有機苗の購入
· 育苗時に禁止資材不使用
· 慣行苗の購入
	· ナス科、ウリ科、こんにゃく等
· 苗でしか流通していない
· 災害等、緊急時の予備登録

	
	
	
	· 有機苗の購入
· 育苗時に禁止資材不使用
· 慣行苗の購入
	· ナス科、ウリ科、こんにゃく等
· 苗でしか流通していない
· 災害等、緊急時の予備登録

	
	
	
	· 有機苗の購入
· 育苗時に禁止資材不使用
· 慣行苗の購入
	· ナス科、ウリ科、こんにゃく等
· 苗でしか流通していない
· 災害等、緊急時の予備登録

	
	
	
	· 有機苗の購入
· 育苗時に禁止資材不使用
· 慣行苗の購入
	· ナス科、ウリ科、こんにゃく等
· 苗でしか流通していない
· 災害等、緊急時の予備登録

	
	
	
	· 有機苗の購入
· 育苗時に禁止資材不使用
· 慣行苗の購入
	· ナス科、ウリ科、こんにゃく等
· 苗でしか流通していない
· 災害等、緊急時の予備登録

	
	
	
	· 有機苗の購入
· 育苗時に禁止資材不使用
· 慣行苗の購入
	· ナス科、ウリ科、こんにゃく等
· 苗でしか流通していない
· 災害等、緊急時の予備登録

	
	
	
	· 有機苗の購入
· 育苗時に禁止資材不使用
· 慣行苗の購入
	· ナス科、ウリ科、こんにゃく等
· 苗でしか流通していない
· 災害等、緊急時の予備登録


年　　　月　　　日　提出

A-L　　生産行程管理記録
※有機農産物の生産にあたって作成している記録簿などの名称を記入してください。
	農産物の種類
	記録の名称
	記録内容
	保管年数
	特記事項
(記録媒体等)

	(記入例)　
米

	(記入例)
・3年日誌
・育苗記録
・圃場別管理記録
・乾燥・調製記録
・格付・出荷記録
	(記入例)
・すべての農作業
・育苗
・本田の管理
・収穫～紙袋の包装
・出荷
	(記入例)
・6年
・4年
・6年
・4年
・6年
	(記入例)
・紙
・紙
・紙
・パソコン
・紙

	(記入例)　
野菜

	(記入例)
・3年日誌
・育苗記録
・圃場別管理記録
・格付・出荷記録
	(記入例)
・すべての農作業
・育苗
・畑の管理
・出荷
	(記入例)
・6年
・3年
・6年
・6年
	(記入例)
・紙
・パソコン
・紙
・紙

	
	
	
	
	


年　　　月　　　日　提出
A-M-1　　内部規程
※有機JASの基準で要求された項目を満たした内部規程を別途作成している場合は、添付してください。
※ない場合は、下記を埋め、内部規程を作成してください。
（記入時の注意）　空欄を残さず「該当しない・特記事項がない」場合は、該当なし等と記入してください
	生産行程管理責任者名
	
	作成日
	年　　月　　日

	作物名(主な作物)

	1．種子、苗等又は種菌の入手
①　□　種子の入手は、文書番号A-K-種「使用予定種子と育苗培土リスト」に記入したとおりである。
(宣誓の印として、四角の枠にチェックを入れてください。以下、四角枠がある場合は同じようにチェックしてください)
②　種子を自家採種する場合、自家採種した数量を記入する記録の名称
③　□　苗の入手は、文書番号A-K-苗「購入予定苗リスト」に記入したとおりである。
④　その他、種子、苗等又は種菌の入手に関して注意している点


	2-1育苗管理
1 □　育苗場所及び育苗の土については、文書番号A-K-種「使用予定種子と育苗培土リスト」に記入したとおりである。(リストに間違いないか再確認して下さい)
2 種子選別、種子消毒の実施状況
3 育苗の具体的方法
4 育苗に使用する水
5 その他育苗で注意している事項


	2-2　肥培管理
1 肥料を使う前に、土づくりとして取り組んでいる内容
2 □　使用する肥料及び土壌改良資材は、文書番号A-J-肥「投入肥料及び土壌改良資材リスト」に記入したとおりである。(リストに間違いないか再確認して下さい)

	2-3　有害動植物の防除
1 農薬を使う前に、病気、虫、雑草対策として取り組んでいる内容
2 □　これまでの経験から上記だけの方法では対策が不十分で重大な損害が生じるため、農薬を予防的に使用する場合、または近隣又は該当のほ場で有害動植物が発生して、重大な損害が生じる緊急の場合に使用する可能性のある農薬は、文書番号A-J-農「投入農薬リスト」のとおりである。(リストに間違いないか再確認して下さい)
3 その他、病気、虫、雑草対策で注意している点


	2-4　一般管理
1 一般管理資材(土や植物に施用する資材で、種苗、肥料、農薬以外)がある場合、その資材名と使用目的


	2-5　(きのこの場合のみ)栽培管理
1 きのこの栽培場所で行っている具体的な栽培管理方法


	3．生産に使用する機械及び器具
①　□　生産に使用する機械・器具は、文書番号A-E「生産行程に使用する機械等」の機械リストに記入したとおりである。(リストに間違いないか再確認して下さい)
2 機械、器具から禁止物質が圃場に入らないように行っている対策


	4．収穫以後の工程管理
1 収穫以後の工程のフロー（洗いの工程がある場合は水源も記入してください）
2 非有機の収穫物と混合しない対策
3 施設の虫・鼠対策で行っていること、及び施設虫対策の使用資材
4 品質保持のために行っていること、及び品質保持のための使用資材
　
5 放射線照射の有無　(あり・なし)

6 作業場で使用する薬剤の有無。ある場合は、収穫物をそれらの薬剤から汚染させない具体的対策


	５．生産行程の管理又は把握に関する記録とその根拠となる書類の保存期間



	6．苦情処理
1 苦情処理責任者名
②　苦情処理マニュアルが別途ある場合は、その名称
3 上記②がない場合は、苦情処理の具体的手順
4 苦情処理の対応を記録する記録の名称


	7．年間計画の作成と認定機関への通知 
①　年間計画の作成時期
2 年間計画の認定機関への通知時期


	8．認定機関への対応
①　以下の対応に対して宣誓する。（宣誓の印として□にチェックしてください）
認定機関の確認に関して、次のような対応をとる。
· 認定機関からの調査に協力し、正しい情報を伝える。
· 変更がある場合は、事前に認定機関に通知する。
· 認定機関から修正の指摘を受けたら対応する(広告・宣伝を含む)
· その他認定機関の業務規程で求められることには従う
②　上記以外に認定機関に対する対応についての特記事項
附則1)　この規程は　　　　　　年　　　月　　　日から施行する。


年　　　月　　　日　提出
A-M－2　　格付規程
※有機JASの基準で要求された項目を満たした格付規程を別途作成している場合は、添付してください。
※ない場合は、下記を埋め、格付規程を作成してください。
（記入時の注意）　空欄を残さず「該当しない・特記事項がない」場合は、該当なし等と記入してください
	格付責任者名
	
	作成日
	年  　　月　　 日

	1．生産行程の検査
①　有機JASの適合を確認するために使用する記録の名称
②　上記記録の記入項目の、何と何をどのようにチェックして、有機JAS適合を判断するか。
③　有機JASの適合を確認するタイミング（どの段階で合格判断をするか）


	2．格付の表示
①　合格した商品の有機JASマークの表示方法


	3．格付後の荷口の出荷又は処分
①　有機JASマークを貼付した商品の出荷までの保管方法
②出荷前までに有機でなくなった場合の商品の対処方法

③出荷後にJAS規格不適合と判明した場合の対処方法



	4．格付記録の作成と保管
①　上記1の有機JAS合格の判断をしたことの記録をどこにつけるか、その記録の名称
②　上記2の有機JASマークの枚数管理記録の名称
③　上記3で処分した場合の記録をどこにつけるか、その記録の名称
④　上記の記録の保管年数


	5．認定機関への対応
①　以下の対応に対して宣誓する。（宣誓の印として□にチェックしてください）
格付の実施状況について、格付担当者は次の対応をします。
· 毎年5月末までに、前年度(4月～3月)の格付実績を報告する
· 認定機関から格付に関する問い合わせがあったら対応する。
②上記以外に認定機関に対する対応についての特記事項
附則1)　この規程は　　　　　　年　　　月　　　日から施行する。


年　　　月　　　日　提出

